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八十二 Link Nagano（代表取締役社長：下澤 敦司、長野市）は、2026 年 2 月、事業完了報告書を本事

業の実施主体（HLN は参画事業者）である長野県へ提出し、長野県から事業実施完了の連絡を受けました。以下

に事業実施概要をお知らせいたします。 

 

１. 実施事業名 

農林水産省事業「大規模輸出産地モデル形成等支援事業」 

 

２. 実施事業概要 

実施目的 規制は厳しいが市場性のあるインドネシア向けに、県産ぶどうの販路を開拓する 

実施内容 

・インドネシアバイヤーを八十二長野銀行取引先へ招へいし、農場視察、意見交換実施 

・長野県からインドネシアまでの物流体制構築 

・現地小売店フェア開催等による現地での販路開拓支援 

成果 

・輸出毎の残留農薬等検査や国際的な農業関連認証取得必須等、参入障壁が高いインドネシア

向けに、コロナ明け後初めて長野県産ぶどうをインドネシアへ輸出 

・約１トンを輸出し、現地高級スーパー等にて県産フェア実施 

今後 県産ぶどうの更なる認知・売上拡大を図るべく、ギフト等の高単価市場への挑戦を検討中 

 

                

 

 

 

 

 

 

 

【本件に関するお問い合わせ先】 八十二 Link Nagano 株式会社 商社事業部 ０２６－２２５－６４８２ 

以 上 

・ 八十二 Link Nagano 株式会社（以下、HLN）は、長野県農政部と共に、農林水産省の輸出事業

（インドネシア向けぶどう輸出事業）を実施しました。 

・ 長野県産青果の主要産品であるぶどうは、生産量の増加とともに、長野県農政部が主体的に輸出拡

大を進めております。 

・ 本事業では、こうした取組みを促進するため、有望市場であるインドネシアにぶどうを輸出するべく、現地バ

イヤーの産地招へい、現地までの物流体制構築、現地小売店にてぶどうフェア開催等実施しました。 

・ HLN は引き続き、長野県産青果をはじめ、日本酒、加工食品等の輸出に取り組んでいきます。 

インドネシアバイヤー産地招へい 現地小売店フェア（巨峰、シャインマスカット） 


